


















〔まえがき〕 

免疫グロブリン療法の本来の目的は,感染症に対する抗体活性による治療であった。しかし,

最近では,血小板減少性紫斑病,自己免疫疾患,てんかんなどに静注用免疫グロブリンの大

量療法が施行され,その有効性が見出され,小児膠原病にも使用されるようになってきた。 

膠原病は病因不明であるが,どの疾患も免疫学的異常があり,自己免疫説が有力である。そ

こで,小児膠原病の中で従来の治療で非常に難治性の症例に対して,免疫グロブリン大量療

法を試みた。症例は,皮膚筋炎 1 例,全身性エリテマトーデス 1 例,若年性関節リウマチ 2

例である。 


